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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
介
護
予
防
の

た
め
の
健
康
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　
市
で
は
、
自
分
た
ち
で
介

護
予
防
の
活
動
を
行
う
「
介

護
予
防
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

し
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
は
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
で
積
極
的
に
体
操

を
行
う
市
民
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。

日�

時
　
10
月
３
日
～
12
月
19�

日
の
水
曜
日
（
全
12
回
）�

午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
市
役
所
会
議
室

対�

象
　
市
民
（
介
護
予
防
に

関
心
が
あ
り
、
講
座
終
了

後
、
地
域
で
介
護
予
防
活�

動
を
自
発
的
に
行
う
こ
と�

が
で
き
、
原
則
と
し
て
全

回
参
加
で
き
る
方
）

※�

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受

け
て
い
る
方
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※�

介
護
施
設
等
の
ス
タ
ッ
フ�

研
修
等
の
位
置
づ
け
で
参�

加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ�

ん
。

※�

営
利
目
的
の
教
室
等
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

内�

容
　
地
域
や
自
宅
で
実
施�

で
き
る
体
操
等
に
関
す
る�

知
識
と
実
践

定
員
　
20
人
程
度
（
抽
選
）

費
用
無
料

申�

し
込
み
　
９
月
７
日
ま
で

に
直
接
高
齢
介
護
課
（
市

役
所
１
階
）
へ

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時

※
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
あ
り

問�

い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

包
括
支
援
係

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
年
を
と
る
と
誰
で
も
忘

れ
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
が
、
単

な
る
も
の
忘
れ
か
認
知
症
な

の
か
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
認
知
症
の
予
防

や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を

は
じ
め
、
認
知
症
を
理
解
す

る
「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る

方
、
ご
家
族
や
近
所
に
気
に

な
る
人
が
い
る
と
い
う
方
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出

前

も

の

忘

れ

無

料

相

談

日
時
・
会
場

▽�
８
月
22
日
（
水
）　
午
前

10
時
～
午
後
１
時
30
分
・

河
辺
と
う
き
ゅ
う
２
階
催�

事
場

▽�

９
月
13
日
（
木
）　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
・
中
央

図
書
館
多
目
的
室

▽�

９
月
27
日
（
木
）　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
・
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー

費
用
無
料
　
　
直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

包
括
支
援
係

　
自
然
災
害
が
起
き
る
た
び

に
、「
人
間
は
自
然
の
前
に

無
力
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
い
つ
の
時
代
も
突
然
の

災
害
は
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。

　
御
岳
２
丁
目
467
番
地
に
あ

る
「
滝
本
の
洪
水
防
石
」
は
、

江
戸
時
代
末
期
に
、
近
く
を

流
れ
る
滝
本
川
を
横
切
る
よ

う
に
大
石
を
並
べ
て
、
洪
水

を
防
い
だ
砂
防
遺
構
で
す
。

　
道
路
改
修
に
よ
り
石
は

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
存
す
る
遺
構
は
、
大
小
の

巨
石
６
個
が
下
流
に
向
か
っ

て
緩
や
か
な
弓
状
に
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
石
の
ひ
と
つ

に
「
寛
保
二
壬

み
ず
の
え
い
ぬ戌
八
月
朔つ

い

日た

ち

百
十
八
年
目
　
安
政
六

己
つ
ち
の
と
ひ
つ
じ
未
七
月
廿
五
日
　
大
洪

水
両
度
共
此
所
ヨ
リ
推
懸
　

依
而
為
後
世
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

　
今
大
石

六
引
居
置
也
　
北
島
上
家
　

左
門
代
」
と
い
う
銘
文
が
刻

ん
で
あ
り
ま
す
。

　
寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年

８
月
の
大
き
な
台
風
で
、
滝

本
川
が
氾
濫
し
、
付
近
の
家

が
押
し
流
さ
れ
、
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
118

年
後
の
安
政
６（
１
８
５
９
）

年
、
再
び
台
風
に
よ
り
、
同

じ
場
所
か
ら
大
洪
水
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
二
度
の
災
害
に
懲
り
た
北

島
左
門
は
、
大
き
な
石
を
動

か
し
並
べ
、
水
害
を
防
ぐ
大

工
事
を
完
成
さ
せ
、
石
の
一

つ
に
二
度
の
洪
水
の
事
実
を

刻
み
ま
し
た
。

　
安
政
６
年
か
ら
159
年
た
っ

た
今
日
ま
で
銘
文
が
残
り
、

他
に
例
を
見
な
い
自
然
災
害

に
関
す
る
歴
史
的
土
木
遺
産

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
６
月
１
日
、
青
梅
市
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
砂
防
工
事
な
ど
で

青
梅
市
の
文
化
遺
産
20

市
指
定
史
跡　

滝
本
の
洪
水
防
石

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

小
島
み
ど
り

企画展関連講座

青梅市の板碑 
～石に込められた中世人の想い～
　郷土博物館では、企画展「青梅市の板碑～石

に込められた中世人の想い～」を開催していま

す。

　この企画展の関連講座として、前青梅市文化

財保護審議会会長の大澤清吾氏を講師にお招き

し、「板碑とは何か」と題してご講演いただき

ます。また、講演会の後、郷土博物館に移動し

て、展示解説講座も行います。

日�時　９月８日（土）　

午後２時から

会�場　釜の淵市民館研

修室

定�員　先着８０人（予

約制）

入場無料

申�し込み　電話☎２３

－６８５９で郷土博

物館へ

　
有
効
期
限
が
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
の
シ
ル
バ
ー
パ

ス
を
お
持
ち
で
更
新
を
希
望

す
る
方
は
、
９
月
中
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
パ
ス
の
有
効
期
限

は
、
発
行
日
か
ら
31
年
９
月

30
日
で
す
。

更�

新
方
法
　
現
在
シ
ル
バ
ー

パ
ス
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
東
京
バ
ス
協
会
か
ら

８
月
下
旬
に
「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
更
新
手
続
き
の
ご
案�

内
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
対
象
者
区
分
の�

費
用
お
よ
び
必
要
書
類
を�

ご
用
意
の
う
え
、
ご
案
内

に
記
載
の
更
新
窓
口
で
更�

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ�

い
。

対
象
者
・
費
用
・
必
要
書
類

　
下
表
参
照

※�

共
通
書
類
（
更
新
対
象
者

全
員
が
必
要
な
書
類
）
…
　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込�

書
、
現
在
使
用
し
て
い
る

シ
ル
バ
ー
パ
ス
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
保
険

証
ま
た
は
運
転
免
許
証

等
）

更�

新
窓
口
　
自
宅
に
送
付
さ

れ
る「
更
新
窓
口
案
内
図
」

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て�

く
だ
さ
い
。
指
定
の
更
新

日
が
都
合
の
悪
い
方
は
、

左
表
「
更
新
窓
口
日
程
・

会
場
」
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
窓
口
日
程
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

新�

規
申
し
込
み
　
70
歳
以
上

の
方
で
新
規
発
行
を
希

望
す
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

更
新
窓
口
で
は
、
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。

問�

い
合
わ
せ
　
東
京
バ
ス
協�

会
・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用�

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
手
続
き

電
話
☎
03
・
６
７
５
７
・
０�

０
７
７
、
☎
03
・
４
５
３�

１
・
０
０
７
０
（
８
月
20

日
～
10
月
11
日
の
午
前
９�

時
～
午
後
５
時
〈
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
〉）、

市
高
齢
介
護
課
高
齢
者

支
援
係
　

日　程（９月） 会　場
３日（月） 成木市民センター
４日（火）、５日（水） 青梅市役所
６日（木）、７日（金） 大門市民センター
１０日（月）、１１日（火） 長淵市民センター
１２日（水）、１３日（木） 梅郷市民センター
１４日（金） 今井市民センター
１９日（水） 沢井市民センター
２０日（木） 小曾木市民センター
２１日（金） 東青梅市民センター
２５日（火）、２６日（水） 青梅市民センター
２７日（木） 河辺市民センター
２８日（金） 新町市民センター
※更新窓口の受付時間　午前１０時～午後３時３０分

更新窓口日程・会場

対象者 費用 必要書類

① 
平成３０年度の住民税が課税で、③以

外の方
２０，５１０円 共通書類のみ

② 平成３０年度の住民税が非課税の方

１，０００円

共通書類のほか、平成３０年度介護保険料納入通知書の所得段階欄に「１」～「５」

の記載があるもの、平成３０年度住民税非課税証明書（注）、生活保護受給証明書（生

活扶助）のいずれか１つ

③

平成３０年度の住民税が課税で、２９

年の合計所得金額が１２５万円以下の

方

共通書類のほか、平成３０年度介護保険料納入通知書の所得段階区分欄に「６」ま

たは「７」の記載があり、かつ合計所得金額欄の記載が１２５万円以下のもの、平

成３０年度住民税課税証明書（注）のいずれか１つ

④

平成２９年度の経過措置のうち、１７

年度の住民税が非課税であったため

１, ０００円でパスの発行を受けた方

共通書類のみ

注　�平成３０年度住民税非課税証明書・課税証明書は、市民税課（市役所１階）または各市民センターで発行しています。
※�不動産売却に係る特別控除の適用がある場合、合計所得金額から特別控除額を引いた額で所得を判断します。該当する方は、上記の必要書類と
異なる場合がありますので、お問い合わせください。

対象者・費用・必要書類

滝
本
川
の
河
床
は
低
く
な

り
、
被
害
を
受
け
る
恐
れ
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
滝

本
の
洪
水
防
石
」
は
、
自
然

災
害
の
記
憶
を
決
し
て
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、
現

在
の
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ

る
大
変
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

滝本駅 

御
岳
登
山
鉄
道

 

西東京バス折返場 

滝本の洪水防石 

※�

危
険
防
止
の
た
め
、
西
東
京
バ

ス
折
返
場
に
は
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。


